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外国語(英語) 
 

１ 単元  生涯をかけて自然環境保護に取り組んだ人物についての英文題材 

２ 単元の目標 

社会的な話題（環境・共生）について、聞いたり読んだりしたことを基に、情報や考えなどを

理由とともに話して伝えることができる。 

３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・情報や考えを述べるために

必要となる語彙や表現、音

声等を理解している。 

・社会的な話題（環境・共生）

についての情報や考えを理

由とともに話して伝える技

能を身に付けている。 

聞き手に自分の考えをよく理

解してもらえるように、社会

的な話題（環境・共生）につい

ての情報や考えを，聞いたり

読んだりしたことを基に、理

由とともに話して伝えてい

る。 

聞き手に自分の考えをよく理

解してもらえるように，社会的

な話題（環境・共生）について

の情報や考えを，聞いたり読ん

だりしたことを基に、理由とと

もに話して伝えようとしてい

る。 
 

４ 指導と評価の計画 

「指導と評価の計画」の工夫 

○複数単元を組み合わせて指導 

①１学期に扱った Lesson 2において，本単元 Lesson5（2学期）と同様の言語活動並びにパフォー 

 マンステストを実施した。１学期のパフォーマンステストでは，事前にトピックを示してスピー 

 チ原稿を準備させて，それを基にプレゼンテーションを行う形で実施した。この時点では、「評価 

 の基準（ルーブリック）」の共有と１人１台端末での録画方法に慣れることも意識した。 

②本単元でのパフォーマンステスト当日にスピーチのトピックを示し，即興で考えをまとめた後に 

 プレゼンテーションを行う形での実施とした。ここに至るまでに授業内では、ペアやグループで 

のプレゼンテーションとインタビューテスト等を実施し、生徒の様子を観察し指導・支援した。 

 ③授業時の言語活動は、「日常的な話題や社会的な話題」について、情報や考え、気持ちなどを話し 

て伝える場面を繰り返し設定してきた。そこでは、「論理性に注意しながら、理由とともに話して 

いるか」どうかを判断するように促した。よって、文法の小さなミスは過度に意識しすぎないよ 

うに生徒の意識改革を求めてきた。 

○本単元での指導概要 

①単元の４時間目と７時間目では，単元末のパフォーマンステストに向けてのスピーキング活動 

（言語活動）を行った。４時間目では，身近なトピック（日常的な話題）について自分の意見と 

理由を即興で書いてから発表し合う活動を実施した。７時間目では，環境保護に関するトピック 

（社会的な話題）について、４時間目と同様の言語活動を行った。 

 ②「評価の基準（ルーブリック）」の理解を徹底するために、グループ内で評価し合った。また、英 

語の正確性が増すように、各自文字起こしをすることで自信をもってパフォーマンステストに臨 

めるように授業を展開した。 
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時間 ねらい（■），言語活動等（丸数字） 知 思 態 備考 

１ 

■単元の目標を理解する。 
■単元のトピックに関する背景知識の
活性化と題材への興味関心を喚起す
る。 

①知っている環境問題についてクラス

全体で共有する。 

②単元の主人公に関する動画を視聴

し、理解した内容をペアで確認し合

う。 

③環境問題について自分なりの解決策

を考えてグループ内で伝え合う。 

 

 

２
～
３ 

■主人公へのインタビューを読んで、
情報や考えを読み取り、考えたこと
を話して伝え合う。 

①教科書の本文を読み、主人公の考え
や生き方についての要約メモをまと
める。 

②読み取った内容に関する自分の考え
を、ペアで話して伝え合う。 

③ペアを変えて②の活動を行う。 

４ 

■単元内容に関する日常的な話題につ

いて、自分の考えを話して伝え合

う。 

①「好きな動物とその理由」について、

ALT のモデルスピーチを聞いて参考

にする。 

②①のトピックについて、自分の意見

を即興で書いて、ペアで発表し合う。 

③ペアを変えて②の活動を何度も行

う。 

④トピックを「動物に感情はあると思

うか。なぜそう思うか？」に変えて①

～③を行う。 

・本単元の評価規準に照らして観察し、本単

元で学習した語句や表現の活用、音声上の注

意点，発表態度について確認し、適宜フィー

ドバックを行う。 

５
～
６ 

■主人公へのインタビューを読んで、
情報や考えを読み取り、考えたこと
を話して伝え合う。 

①教科書の本文を読み、主人公が立ち
上げた環境保護団体の理念について
要約メモにまとめる。 

②読み取った内容に関する自分の考え
を、ペアで話して伝える。 

③ペアを変えて②の活動を行う。 
 

 

一
斉
に
記
録
に
残
す
評
価
は
行
わ
な
い
。
ね
ら
い
に
即
し
て
生
徒
の
活
動
の
状
況
を
見
届
け
て
指
導
に
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か
す
こ
と
は
毎
時
間
行
う
。 



3 

 

７ 

■単元内容に関する社会的な話題につ

いて、自分の考えを話して伝え合

う。 

①「環境保護団体で働くとしたら、人

間、動物、環境のどれを重点的に保護

する部署で働きたいかとその理由」に

ついて、ALT のモデルスピーチを聞い

て参考にする。 

②①のトピックについて、自分の意見

を即興で書いて、ペアで発表し合う。 

③ペアを変えて②の活動を何度も行

う。 

④トピックを「自分が環境保護団体を

立ち上げるとしたら何という名前に

するかとその理由」に変えて①～③を

行う。 

・本単元の評価規準に照らして観察し、本単

元で学習した語句や表現の活用、音声上の

注意点、発表態度について確認し、適宜フィ

ードバックを行う。 

８ 

■パフォーマンステストの手順を確認
し，形式に慣れる。 

①パフォーマンステストの詳細につい
て説明する。 

②パフォーマンステスト時とは別のト

ピックでリハーサルを行う。 

 

９ 

事例１ 

パフォーマンステスト 

①トピックの提示 

②テスト（タブレットへスピーチを録画） 

③動画ファイルのアップロード 

④ALTによるモデルスピーチ 

⑤単元末の振り返りシート記入 

○ ○ ○ 
・振り返りシートにより単元を通しての振り

返りを行わせる。 

後日 ペーパーテスト ○ ○   
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５ 事例１ 観点別学習状況の評価の進め方  パフォーマンステスト「話すこと（発表）」 

(１) パフォーマンステストの目標（第９時）  

教科書本文から学んだことを生かし、環境保護についての自分の考えを英語で表現する力を伸ば

すとともに、聞き手に伝えようとする態度を養う。 

 

(２) 評価の基準（ルーブリック） 

 

  

(３)指導と評価の流れ 

 

評価 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

a 

小さなミスはあるが、意

味が伝わらない箇所はな

い。 

自分の意見と意見を支持する

適切な理由を２つ以上述べて

いる。 

はっきりと聞こえる声で、画面に

向かって効果的に話そうとしてい

る。 

b 
伝わらない箇所が１つあ

る。 

自分の意見と意見を支持する

理由を１つ述べている。 

聞こえる声で画面に向かって話そ

うとしている。 

c 「b」を満たしていない。 「b」を満たしていない。 「b」を満たしていない。 

〔指導の工夫〕 

○本単元は、2 学期の半ばに実施したものである。1 学期に扱った単元で「話すこと（発表）」の領域

に係る言語活動を実施し、その際に「評価の基準（ルーブリック）」を周知済み。さらに、本単元の

言語活動（第８時）で再度「評価の基準（ルーブリック）」を確認。その上で、パフォーマンステス

トを実施した。 

○普段の授業の中で、１人１台端末を使ってリテリングや音読を録画し、その動画を保存することに

慣らしておくこともパフォーマンステスト本番へ向けて大切である。生徒たちが「評価の基準（ル

ーブリック）」を理解した上で、１人１台端末の利用に慣れている状況を作り上げることで、生徒は

安心してパフォーマンステストに臨むことができていた。 

〔評価の工夫〕 

○１人１台端末で録画した各自のプレゼンテーション動画ファイルを視聴し、事前に示した「評価の

基準（ルーブリック）」を基に、３観点で評価する。生徒たち自身も自己採点をしているが、教師の

採点とほとんど差がでない様子であった。「評価の基準（ルーブリック）」が共有できていたと考え

られる。 

○単元末の振り返りシートは、同形式のものを毎単元末に記入させ、回収する。単元毎に学習した  

内容をまとめさせ、各自の英語学習について振り返る機会を与えることで、主体的に学習に取り組

む態度を育てることがねらいである。振り返りシートの記入内容を評価し、「主体的に学習に取り

組む態度」の評価に加えている。 
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(４) 評価例 

 

学習場面 学習活動 
学習活動における具体の 

評価規準・評価方法 

導 入 
・ALT の説明を聴き、パフォーマンステストの方法を理解する。（５分） 活動観察 

展 開 

 

 

 

 

・スピーチ原稿の作成（10 分） 

 発表されたトピックについて、辞書を使用しながら自分の意見を書いて

まとめる。 

 

・1 人 1 台端末に向かってプレゼンテーション（５分） 

 ALT の指示を聴き、カメラアプリを起動し ALT の合図で録画ボタンを押

し、タブレットに向かって発表する。（※スピーチは１分間） 

 

・録画したプレゼン動画の提出（10 分） 

 ALT の指示を聴き、録画した動画ファイルの名前を変更する。Teams を

起動し、指定されたファイル内に動画ファイルをアップロードする。 

 

 

 

 

 

 

活動観察 

まとめ 

・モデルスピーチの確認 （５分） 

 ALT によるモデルスピーチを聴く。Yes と No の両方のパターンについて

ALT がスピーチをする。 

 

・振り返り （１０分） 

 単元の振り返りシートの記入、回収。スピーチ原稿の回収。 

回収した振り返りシートと

動画ファイルを事後評価す

る。 

トピック：Do you think we should protect nature? Yes or No? 

     Please give two reasons why for your opinion. 

 



6 
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(５) ペーパーテストにおける知識・技能の評価について 

 

 

 

 

 

 

 

〔指導の工夫〕 

○言語材料（語彙・表現）の定着確認は、まず、授業時の小テストを実施。次にその言語材料を使用

する言語活動とパフォーマンステストを行った。その後、ペーパーテストで言語材料の定着度を再

確認する。このように、知識（言語材料）の定着には（暗記 → 使用 → 記憶定着）という段

階を踏むことを重視して、「指導計画」を立てている。 

 

〔評価の工夫〕 

○上述の通り、単元で学習した言語材料（語彙・表現）の知識の定着が達成されているかを次のペー

パーテストで評価する。設問の形式は一般的なものであるが、記述する設問を多く設定するように

心がけている。この一連の流れで、生徒たちの記憶が一時的なものではなく、永続的なものになる

と考えている。 
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本単元における重要語彙や表現 

 ・使役動詞（have / let）＋目的語＋動詞の原形  ・in order to ～  ・pay attention to ～ 

 ・the reason why ～ ・This is how～  ・stay in touch with～  ・take advantage of ～ 

ペーパーテスト（抜粋） 


